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テ レ ビ会議シス テム を活用 した小学校で の進路指導 （3 ）
　　　　　　　　 〜 　通学区域自由化 に伴 う学校情報提供の 試み　〜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 豊吉　博 義
’1

＜概要 ＞　1999年 10月 ，岐阜県本巣郡 穂積町 の 教育委員 会は ，
2000 年 度か ら町内の 4 小

　　　　 学校 （穂積 ・牛牧 ・生津 ・ 本 田） と 2 中学校 （穂積 ・穂積北）で ，
「通 学区域の

　　　　 自由化 」 を実施する と発 表 した 。 そ こ で ， テ レ ビ会議 シ ス テ ム を利 用 して ， 穂

　　　　 積 中学校の 学校情報 を穂 積小 学校 ・牛牧小 学校 の 6 年生全員 に提 供す る 多地点

　　　　 テ レ ビ 会議 を試み た 。 テ レ ビ 会議後 の 小 学生 の 感想か ら，テ レ ビ会議 シ ス テ ム

　　　　 を利用す る こ とで ， 個 の ニ
ーズ に応 じた学校情報を提 供で きる こ とが明 らか にな

　 　　 　 っ た 。

〈 キー
ワ
ー ド〉　 テ レ ビ会議シ ス テ ム，多地 点テ レ ビ会議 ， 進路指導，通 学区域 自由化

1　 は じめに

　筆者 が 勤務す る 岐阜県本巣郡穂積 町 で は，

今年 度 （2000年度）よ り，「通学 区域 の 自由

化 」 が 実施 され て い る 。 具 体的に は ，小 中

学校 に 入 学 す る新 1 年 生 が ，通 学す る小 中

学校を 自由に選択 で きる と い うも の で あ る 。

　穂 積 町 の 揚合 ，新 1 年 生 は 穂積 ・牛 牧 ・

生 津 ・本 田 の 4 小 学校 と穂積 ・穂積 北 の 2

中学校 を選択で きる よ うに な っ た 。

　そ こ で ， 筆者は 多地点テ レ ビ会議シ ス テ ム ユ）

を利用 し
， 中学校 の 情報 を ， 直接小学生に提供

する実践を試みた。

（写 真 1 ）　 穂 積 中学校 ・穂積 小学 校 ・牛

　　　　 牧 小 学校の 多地 点テ レ ビ会議 の

　 　 　 　 画 面

2 　 テ レ ビ会議の 概要

　 今 回 の テ レ ビ会議は ， 1999 年 12　A16 日

に ， 穂積 ・牛牧 小学 校 の 6 年生 に穂積 中学

校 の 様 子 を紹介 する 目的で ，穂積 中学校 ・

穂積小 学校 ・牛 牧小 学校 ・NTT 西 日本 マ

ル チ メ デ ィ ア 館 イ オ の 4 ケ 所 を結ん で 実施

した 。

　講師は ，穂積 中学校 の 教師 1 人 ・生徒 6 人

（生 徒会役員） が務 めた 。 穂積小学校で は 6

年 生 4 学級 （143人）と教師 9名が 参加 した 。

牛牧小 学校で は ， 6 年 生 2 学級 （76 人 ） と

教師 7 名 が参加 した。

　テ レ ビ会議で は，まず穂 積中学校 の 教師 ・

生 徒が 中学校で の 学習 ・生 会会 活動 ・部活動

な どの 紹 介 （20 分 間） を行 っ た。そ の 後 ，

穂積 小学校 と牛牧小 学校 の 6 年 生 と中学校の

教師 ・中学生 が 質疑応答 （10 分 間） を行 っ

た。

3 　 小学 生 か ら中学校 へ の 質 問内 容

　各 小 学校 で事 前 に 「中学校 に 質 問 し た い

こ とは 何 か 」 と い う質 問紙調 査 を 6 年生全

員 に 実施 し た 。 実 際 の テ レ ビ 会議 で は ，次

の よ うな 質問 を行 っ た 。

（学習面 ）
・　 教科 担任 制 とは どん な も の か

・　 学校 の 授 業 に っ い て い け る の か

・　 英語 の 授 業 は ど の よ うに 行わ れ る か

・
　 家庭で の 学 習時間 は どれ ぐ ら い 必 要か
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（生 活面）
・　 穂積 中学校 の 特 徴は 何か

・　 生 徒会 活動 は活 発 か

・　 委員会 に は どん な も の が あ る か

・　 どん な校則 が あ る の か

・　 部活動の 時間 と練習 内容
・　 今 ，中学校で は ，

「い じめ」 は あるの か

4 　 授 業後 の 小 学 生 の 感想

　授業後 の 小 学生 の 感想 は，以下 の よ うで あ

っ た。
・　 「英語 の授 業に つ い て い け る の か な」 と

　 とて も心 配 し て い た が ，塾 に 行か な くて も

　 つ い て い ける とい うこ とを教えて もえ らえ

　 たの で ，安心 した 。

・　 生徒会活動 に は ，楽 しそ うな行事 がた く

　 さん ある こ とが わ か り ， とて もよか っ た 。

・　 私 は 部活動が とて も楽 しみで す 。 部活 動

　に つ い て 紹介 して くれた先輩たち と
一
緒に

　 4 月 か ら活動す るの が ，今か らと っ て も楽

　 し み で ，ワ ク ワ ク して い ます 。
・　 中学校に は ，

い じめが ある とい ううわ さ

　 をい ろん な人か ら聞き ， 中学校 に行 くの が

　 い や だ っ た け ど，テ レ ビ会議 で は ，先 生や

　 中学生 の 先輩た ちの顔が優 しそ うで ， だ い

　 ぶ ん不安が な くな りま し た。
・　 テ レ ビ の 画面 に他の 学校の 人 た ちが 映 っ

　 て い て ，とて も真剣 に話 を聞い て い るよ う

　 で した。他 の 学校 の 人 た ち も中学校の こ と

　 を
一

緒に 勉強 して い る ん だ と思い ま し た 。

　 あの 中に は 来年 か ら，同 じ 中学校に行 く人

　 が い るん だ な あ と思 うと ， 中学校 で もが ん

　 ば ろ うとい う気 にな りま した。

　議 の 実施が ， 中学校で もが ん ばろ うとい う

　意欲を小学生 に喚起す る こ とが で きる 。

  多 地点テ レ ビ会議 は ，他校 の 様 子を 見 る

　 こ とがで き るた め，多く の 仲間たち と共 に

　学習を して い る とい う連帯感 が 生 まれ る 。

　以上 の こ とか ら， 小学校で テ レ ビ会議 シ ス テ

ム を利用 した進路指導の 可能性は 大きい とい え

る。

（2 ）　 課題

  今 回 の テ レ ビ 会議で は ， 当 日ま で の 3

　校 の 連絡 ・調整 に ， 意 外 に 手間 取 っ た 。

　各学校 間 の 連絡 をい か に ス ム ーズ に行 う

　か が 重 要で あ る 。

  　多 地 点 の テ レ ビ 会議 で は MCU とい う

　装置が 必 要 と な る 。 現毅 階で は ，MCU

　 は 高 額で あ る ため ， どの よ うに確 保す る

　 か が 問題 で あ る 。

5 ま とめ

（1 ） 成果

  　小学 生 が 学校 に 居 な が らに し て ， 直接 に

　 中学生 ・教師か ら ， 学習 ・部活 動 な ど の 中

　 学校の 様 子 を詳 し く聞 く こ とが で き ，

一
人

　 一
人 の ニ

ーズ に応 じた学校 情報 を収集す る

　 こ とが で き る。そ の た め ，通 学 区域 の 自

　 由化 に 伴 う学校選 択 の 有 効 な判 断材 料 と

　 な る 。

  　相 手の 顔や 表情が 見 え るた め，小 学生が

　 中学校 に対 して 抱い て い る漠然 と した不 安

　 をあ る程度解消 で きる。同時に ，テ レ ビ 会

（資 料 1 ）　 多地 点 テ レ ビ会 議 を報 じる

　 　　 　 1999年 12月 17日の 中 日新 聞
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